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本論文は、わが国における戦後の病院建築の成長と変化についての状況を、海外事例との比

較を行うことによって評価することを目標にして、成長と変化の主要な傾向と要因をさぐるこ

と、そして病院建築のおける増築・改築に関する今後の指針を発見すること目的にしている。 

 

論文は、序章と結論のほか、5章から構成される。 

 

序章の中では、研究の目的のほか、研究の背景として戦後の日本が激動的変化と発展、成長

と変化を遂げた中で、経済成長と政治体制の変化が 1961 年に国民皆保険制度を生み、病院の

新規建設が促進され、従来の木造の病院建築は姿を消したが、戦後の新築建物もその後、何段

階かの増改築を経て半世紀後の今日に至っていること、敷地が狭くなって増築が不可能になる

事態になると壊して新築するといった傾向から、一般的に日本の病院の寿命は３０年ほどであ

るといわれていること、病院は医療技術の進歩と社会の変化に対応しなければならないこと、

そしてさまざまな法的規制や財務的あるいは政治的な担当者の指導に沿って計画しなければ

ならないことなど、日本の現状の解析をしている。 

 また、研究方法としては次の４つを挙げている。すなわち、まず、①海外ならびに国内の病

院のケーススタディ 、次に、②設計者・病院管理者・利用者への聞き取り調査、そして、③ 

戦後の病院建築の変遷を含む病院建築計画の考察、最後に、④病院建築の計画についての病院

管理者と職員へのアンケート調査である。 

  

第１章では、病院の形態と機能に関する成長と変化について述べている。今までの病院建築

の増改築事例をもとにして、病院の建築計画・設計の主要因とその影響を考察している。そし

て、その時期・時期での増改築の傾向と建築形態の主な特徴を指摘している。  

 

第２章では、病院の一生の変化を見るため日本における増改築の三事例、すなわち東京大学

医学部附属病院、千葉ガンセンター、癌研究会附属病院を扱っている。それぞれの事例の増改

築における計画的戦略が論じられている。 

 

第３章では、海外における増改築の三つの事例、すなわちカナダのマックマスター・ヘルス

サイエンス・センター、英国のノースウィックパーク・ホスピタル、スイスのインセル大学病

院を扱っている。そして、その柔軟性の点で国際的に有名なこれらの事例を日本の事例と比較

する形で分析している。 

 

第４章では、現代の病院計画課程における優先事項、満足度、意思決定、計画遂行上の障害

と建物寿命といった評価研究を扱っている。たとえば、現在の計画は機能性、動線を優先にし



ており、特に後者に関しては倉庫の面積不足とか院内動線のわかり難さを例に挙げている。そ

そて、一般に計画上の優先事項と職員の満足度との乖離が指摘されている。  

 

第５章では、適切な将来計画を立案するための指針に関する考察を行っている。機能上、持

続可能な病院を計画するためには、以下のような計画段階を踏むことが必要で、将来計画のた

めの明快な戦略を必要とすることを論じている。 

第一段階は、組織の長期的目標の設定と戦略計画、 

第二段階は、物理的な病院計画を実現するための全体計画（マスタープラン）、 

第三段階は、病院の機能と管理を明確に設定して実施するための機能計画、 

第四段階は、主要な各部門の平面計画と配置計画を明確にした将来計画である。 

  

 結論の章では、次のような提案を導いている。病院内ならびに敷地内の長期的・短期的増改

築に関するマスタープランを設定することが、適切な将来計画のために必要であり、そのマス

タープランは予測可能な部門の新築・改築を実現できるために、主要な幹線通路を持たねばな

らない。そして、その設計コンセプトは、敷地全体の配置計画とそれに適合した建築内部のシ

ステム設計を包含しなければならない。社会的需要の変化、日進月歩の新たな工学技術の発展、

新しい医学の発達、疾病構造の変化といったすべてが、病院建築が柔軟性を持たねばならない

ことの必要性を示している。 

病院が機能的、技術的、そして財務的に成功を収めるためには、成長と変化が容易にできる

ことが必要で、この必要性は今後益々増大している。 また、時を経るにつれて拡大し変化す

る病院建築の計画・設計における美的な側面も重要な事柄である。さらに都市の中におけるデ

ザインという側面も重要で、完成時に左右対称な外観デザインは、増築が起きるとたちまち醜

くなる。建物が高層化すればするほど、増築における美的な、技術的な、機能的な要素の重要

性が増す。戦後日本の病院建築の増改築はもともと複雑な建物に複雑な形態を加えるので容易

ではない。 

それに対する適切な解決策は、理想的には柔軟性を保ったまま機能を維持するという完全な

バランスを手に入れることである。そうすれば、病院職員と患者は、心地よく効率的な職場・

療養の環境を満喫できるし、建築コストも妥当なものになる。現実の世界では、このようなバ

ランスのよい解決点はなかなか見つからないが、計画・設計のはじめから最後まで、チームワ

ークと細やかな気遣いを保ち、そしてのびのびとしたコミュニケーションを確保することによ

って、目的を達成できるとしている。 

 

以上のように、本論文は、戦後の病院建築の発展とその背景、成長と変化の実例分析、設計・

計画段階の要望等を十分に理解した上で、海外事例との比較を行うことにより、わが国の病院

建築計画についての新しい知見を明確に示して、建築計画学の発展に寄与したものである。 

 

 よって本論文は博士（工学）の学位論文として合格と認められる。 


